
家
族
で
防
災
対
策
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
！

　

災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
起
き
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。い
ざ
と
い
う

と
き
の
た
め
に
、
家
族
の
避
難
場

所
や
避
難
方
法
、
連
絡
方
法
な
ど

次
の
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
、
よ

く
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
家
の
中
で
一
番
安
全
な
場
所

は
ど
こ
な
の
か
？

②
救
急
医
薬
品
や
消
火
器
な
ど

を
備
え
て
い
る
の
か
？

③
幼
児
や
高
齢
者
の
面
倒
は
誰

が
み
る
の
か
？

④
避
難
場
所
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
？

⑤
避
難
す
る
と
き
に
誰
が
何
を

持
ち
出
す
の
か
？

⑥
非
常
持
出
袋
は
ど
こ
に
保
管

し
て
お
く
の
か
？

⑦
家
族
の
連
絡
方
法
と
最
終
的

に
出
会
う
場
所
は
ど
こ
に
す

る
の
か
？

非
常
持
出
品
と
非
常
備
蓄
品

を
準
備
し
ま
し
ょ
う
！

　

非
常
持
出
品
・
備
蓄
品
は
防

災
対
策
の
基
本
で
す
。家
族
構
成

に
合
わ
せ
て
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
際
、
非
常
持
出
品
等
の
点
検

も
家
族
全
員
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
非
常
持
出
品

　

避
難
す
る
と
き
の
最
小
限
の

必
需
品
。あ
ま
り
重
い
と
避
難
に

支
障
が
で
る
の
で
、
必
要
最
小
限

の
も
の
を
背
負
い
や
す
い
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
等
に
ま
と
め
、す
ぐ
に

取
り
出
せ
る
場
所
に
保
管
し
ま

し
ょ
う
。

◎
非
常
備
蓄
品

　

災
害
復
旧
ま
で
の
数
日
間
、
自

足
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。最
低

で
も
、
３
日
間
は
自
足
で
き
る
だ

け
の
量
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

防
　
災
　
対
　
策

防
　
災
　
対
　
策

日
ご
ろ
の
備
え
が
大
切
で
す
！

　

地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
に
は
、「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
意
識
を
持
ち
、
万
が
一
、
災
害
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
日
ご
ろ
か
ら
の
災
害
に
対
す
る
準
備

が
大
切
で
す
。

◎非常持出品（袋の一般的な重量目安　男性 15㎏、女性 10kg）

□ ヘルメット
（防災ずきん）

落下物から頭を守るため。避難時は転倒
も多いので必ず用意する。

□ 懐中電灯 できれば一人に１つ用意
※予備電池を忘れずに

□ 携帯ラジオ 小型でFMとAMの両方聞けるものを用意
※予備電池を忘れずに

□ 保存食 乾パン、缶詰など

□ 飲料水 １日３リットルが最低必要量

□ 救急医薬品・常備薬 絆創膏、包帯、消毒液、脱脂綿、胃薬など
※持病のある方は、常備薬を忘れずに

□ 貴重品

現金（10円玉も）、預金通帳、免許証、保険
証など

通くよに的較比は話電衆公もで時害災 ※
じるので10円玉は多めに用意

□ 衣類 下着、くつ下、タオル、ハンカチなど
※赤ちゃんがいる場合は、紙おむつなども

□ 生活用品

マッチ、ろうそく、雨具、ビニール袋、ビ
ニールシート、軍手、ティッシュ、ウエッ
トティッシュ、缶切りなど
※赤ちゃんがいる場合は、哺乳びんなども

◎非常備蓄品（最低でも３日分、できれば５日分を用意）

□ 飲料水

飲料水１日３リットルが目安。ミネラ
ルウォーターは長期保存できないもの
もあるので、随時保存期限を確認しま
しょう。
※生活用水の確保を忘れずに

□ 非常食

そのまま食べられるものや簡単な調理
で食べられるものを用意（乾パン、レト
ルト食品、缶詰など）
※紙コップ、紙皿、割りばしも用意

□ 生活用品
簡易コンロ、固形燃料、ライター、缶切
り、軍手、毛布、寝袋、ポリ容器、洗面容
器、簡易トイレなど

□ その他 消火器、工具（バール、スコップなど）、ブ
ルーシート、ロープなど
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